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特　集特　集

審査の結果及び意見
　平成20年度利尻富士町一般会計及び特別会計の歳入歳出決算の計
数は、関係諸帳簿及び証明書類並びに預金残高証明書と符号し、相
違ないことを確認した。
　また、予算の執行及び収入、支出、財産の管理等財務に関する事
務等については、適正に執行されたものと認める。
　しかし、別記に掲げるように、個別意見として検討・改善を要す
るものがあったので、これらについて適切な措置を求めるものであ
る。
　平成20年度の経済状況は、原油価格の乱高下、物価の上昇により
先行き不安定な状況から、米国のサブプライムローンに端を発した
金融危機は、世界の金融危機と同時不況に陥り、国内も急激な景気
悪化や雇用不安、資金繰りの問題等経済危機に瀕し、その底が見え
ず経済情勢は大変厳しいものとなり地方公共団体においても、景気
後退、経済活動の低迷が長期化しそうな環境の中で産業経済活動や
住民生活への計り知れないダメージがなお一層危惧され、先行き不
透明・不安定な状況等厳しい状況の中にありましたが、町の活力や
住民生活の安心を促す施策が展開されたところである。
　本年度の決算では、厳しい財政運営を余儀なくされている状況に
おいても自主財源の確保を図り、収支の均衡に留意した効率的な財
政運営に努め黒字を維持していることは、適正な財政計画のもとで
適切な財政運営を行っているためと認める。
　また、行財政集中改革プランの取り組みを推進し効率的な予算執
行に努めるとともに、歳入の確保に全庁を挙げて努めながら重要な
施策を展開したところである。
　このような状況の中で、平成20年度の町財政は自主財源の中心を
なす町税収入が297,348,473円で、前年より0.8％の増、地方交付税
及び臨時財政対策債の合計額は2,339,038,000円で8.4％の増加とな
っている。
　平成20年度一般会計歳入歳出決算は、歳入総額が4,118,577,118円
となり、歳出総額が3,969,741,681円となった。この結果、歳入歳
出差引総額が148,835,437円で、事業の繰越に伴って翌年度へ繰越
すべき財源124,924,000円を差し引いた実質収支は、23,911,437円
の黒字となった。
　特別会計の歳入歳出決算は、歳入総額1,738,589,675円となり、
歳入総額が1,693,740,014円となった。この結果、歳入歳出差引額が
44,849,661円となった。
　また、各特別会計においては、一般会計から総額310,817,000円
を繰入しているが、前年度との比較では83,368,000円の減額となっ
ている。
　本町財政の現状は、歳入面では普通交付税の算定に用いる補正係
数（隔遠地補正級地）の変更により地方交付税が増額となりました
が、景気の低迷、経済活動の低迷が長期化する中で税収の伸びは期
待できず、地方交付税を含めた一般財源の確保は引き続き困難な状
況にありますので、従前にも増して厳しい財政運営となることは確
実視されます。
　今後も、予算執行に当たっては、十分なコスト意識を持ち無駄の
ない簡素で効率的な事業執行とともに、収入の確保に努め町民の理
解のもと更なる効果的・効率的な行財政改革を積極的に推進し、健
全家財線の堅持と持続可能な行財政構造の確立に努力されたい。

　歳入歳出決算内訳については、町広報「りしり富士」平成22年新年号4・5ページに掲載されていますので省
略します。

監査委員　菊　地　喜　助
監査委員　俵　谷　芳　光

決算審査意見書（抜粋）

審査の意見
　平成20年度利尻富士町各会計の決算については、一般
会計ほか11特別会計を合わせ歳入総額5,857,166千円、歳
入総額5,663,481千円、翌年度へ繰越すべき財源124,924
千円で差引額68,761千円を翌年度に繰越している。
　依存財源である地方交付税が隔遠地補正係数の変更に
より増額された中、公営住宅整備事業、町道改良整備事
業、離島漁業再生支援事業、町有施設下水道接続事業、
座礁船対策事業、道々拡幅事業の継続など多くの事業を
推進しながら行財政集中改革プランの取り組みにより、
経常経費の抑制に努め効率的な行政運営を図り、財政調
整基金に219,631千円の積み立てを行ったことは次年度
以降の財政運営上意義あるものであり、その努力を高く
評価するものであります。

　本特別委員会の審査のなかで特記すべきこととして
1．歳出においては、昨今の非常に厳しい財政事情の中
　にありながら、概ね適正な予算編成が成され効率性を
　十分考慮し執行されたものと認めるところではあるが、
　経済性、効率性及び有効性を十分検討のうえ、適正な
　予算執行に務める必要がある。
2．歳出については、税収入や各種使用料収入等の徴収
　にむけての事務担当者の努力は一定の評価をするもの
　の、町税、国保税、住宅使用料等の滞納については厳
　しい経済情勢であっても負担の公平性を欠くものであ
　り、収納方法を十分検討し完納に向けてさらに努力す
　ること。また、施設使用料等については、有料化後の
　利用状況の推移を検証し、町民活動の活性化を損なう
　ことのないよう適切な措置を講ずること。
3．少子・高齢化が進んでいる状況においては、高齢者
　世帯の増加、漁業従事者の高齢化や後継者不足が益々
　進行することが予想される今後は、漁業と観光の提携
　・協力を推進するとともに、協働のまちづくりの中で
　行政と町民が一体となった行政体制をとりながら、今
　以上の心優しい効果的な行政執行を図るとともに、町
　民が期待する行政ニーズに対応する必要がある。

　以下、各会計の特記すべき事項は次のとおりである。
（一般会計）
（農林水産業費）
　　離島漁業再生支援事業については、事業制度の継続
　を関係機関に要請するとともに、漁業生産額（量）に
　結びつく資源の増大を図る観点から事業の内容とその
　効果について検証する必要があると思われる。
（土木費）
　　ファミリーキャンプ場の運用に係る管理業務につい
　ては、民間宿泊業者の経営の圧迫が懸念されるところ
　であり、管理業務の委託先の選考・選定について検討
　する必要がある。
　　公営住宅の解体については、入居者の理解を得られ
　る方策を検討のうえ適切な措置を講じ解体の推進を図
　るべきである。

委 員 長　藤　井　孝二郎
副委員長　黒　川　健　一

決算審査特別委員会報告書（抜粋）

平成20年度各会計決算を認定平成20年度各会計決算を認定！！！！平成20年度各会計決算を認定！！特集
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議案審議議案審議

・
人
事
院
勧
告
に
よ
り
、
給
料
月
額

を
2
0
0
円
か
ら
7
0
0
円
の
範
囲

で
引
下
げ
る
。
期
末
勤
勉
手
当
に
つ

い
て
は
、
6
月
期
期
末
勤
勉
手
当
を

1
0
0
分
の
2
1
5
か
ら
1
0
0
分

の
1
9
5
に
、
12
月
期
期
末
勤
勉
手

当
を
1
0
0
分
の
2
3
5
か
ら
1
0

0
分
の
2
2
0
に
減
額
す
る
。

　
　

（
平
成
21
年
12
月
1
日
適
用
）

〔
質
疑
内
容
〕

俵
谷
議
員　

厳
し
い
財
政
事
情
か
ら

行
財
政
改
革
を
実
施
し
て
き
て
い
る

こ
と
は
理
解
し
て
い
ま
す
。
こ
の
改

革
の
プ
ラ
ン
に
基
づ
き
諸
君
の
手
当

は
減
額
ま
た
は
廃
止
さ
れ
た
経
過
を

た
ど
り
、
実
際
の
手
取
金
額
は
か
な

り
削
減
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
職
員
の

生
活
レ
ベ
ル
の
確
保
と
い
う
観
点
か

ら
、
人
事
院
勧
告
を
丸
呑
み
し
て
実

施
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
考
え

方
を
示
し
て
頂
き
た
い
。

町
長　

人
事
院
に
お
い
て
は
、
民
間

の
大
、
中
小
企
業
数
百
社
か
ら
の
資

料
に
基
づ
い
て
公
務
員
給
与
を
勧
告

し
て
い
ま
す
。
都
道
府
県
で
は
人
事

委
員
会
を
設
置
し
人
事
院
の
勧
告
に

基
づ
き
そ
れ
ぞ
れ
の
給
与
を
決
定
し

て
い
ま
す
が
、
町
村
に
お
い
て
は
給

与
決
定
す
る
資
料
収
集
作
業
は
不
可

能
に
近
い
こ
と
も
あ
り
、
こ
れ
ま
で

人
事
院
勧
告
に
基
づ
き
給
与
決
定
を

行
っ
て
き
ま
し
た
。
職
員
の
生
活
設

計
も
あ
り
ま
す
が
、
社
会
情
勢
を
考

慮
し
な
が
ら
の
減
額
と
い
う
こ
と
で

す
の
で
、
人
事
院
勧
告
を
踏
襲
せ
ざ

【人事院勧告とは？】
人事院が、民間企業に勤める労働者と一般職の国家公務員の給与水準
を比較検討して、双方の給与水準の格差をなくすことを目標に給与の
改定を内閣と国会に提出（勧告）することをいう。人事院は、これと
同時に給与実態調査の結果など踏まえ、国家公務員の給与や人事管理
などについて必要な報告を内閣と国会に対して行うことから、これら
を総じて「人事院勧告」と称されることが多く、一般に人勧（じんか
ん）と呼称される。

用語解説

る
を
得
ま
せ
ん
の
で
人
事
院
勧
告
に

基
づ
い
た
給
与
体
系
に
し
よ
う
と
い

う
こ
と
で
す
の
で
ご
理
解
賜
り
た
い
。

再
質
問　

行
財
政
改
革
と
い
う
一
つ

の
目
標
に
向
か
っ
て
我
慢
を
し
な
が

ら
手
当
の
削
減
等
を
行
っ
て
き
た
経

緯
が
あ
り
ま
す
が
、
離
島
と
い
う
悪

条
件
の
中
で
職
員
が
生
活
し
一
生
懸

命
頑
張
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。
人
事
院
勧
告
を
全
て
実
施
す
る

の
で
は
な
く
、
何
パ
ー
セ
ン
ト
か
を

実
施
す
る
と
い
う
態
勢
が
築
い
て
い

け
な
い
も
の
な
の
か
。

町
長　

職
員
の
意
欲
喚
起
、
ま
た
職

員
側
に
立
っ
た
考
え
方
か
ら
す
る
と

行
政
の
首
長
と
し
て
は
辛
い
と
こ
ろ

が
あ
り
ま
す
。
人
事
院
勧
告
を
実
施

し
な
け
れ
ば
特
別
交
付
税
の
財
政
措

的
措
置
で
ペ
ナ
ル
テ
ィ
が
あ
り
ま
す

の
で
、
ペ
ナ
ル
テ
ィ
分
の
負
担
等
全

体
的
な
こ
と
を
考
え
て
の
提
案
で
あ

る
こ
と
を
ご
理
解
頂
き
た
い
。

▽
副
町
長
の
選
任
に
つ
い
て

　
　
　

鴛
泊
字
栄
町　

田
村　

祥
三

　
　
　
　
　

昭
和
29
年
1
月
1
日
生

▽
教
育
委
員
の
任
命
に
つ
い
て

　
　
　

鴛
泊
字
本
町　

佐
藤　

吉
郎

　
　
　
　
　
　

昭
和
37
年
7
月
14
日

人　
　
　

事

▽
町
議
会
の
議
員
の
議
員
報
酬
及
び

費
用
弁
償
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部

改
正
に
つ
い
て

〔
改
正
内
容
〕

・
議
員
の
期
末
手
当
に
つ
い
て
、
6

月
期
分
期
末
手
当
を
1
0
0
分
の
1

5
0
か
ら
1
0
0
分
の
1
3
5
に
、

12
月
期
期
末
手
当
を
1
0
0
分
の
1

5
0
か
ら
1
0
0
分
の
1
4
0
に
減

額
す
る
。

　
　

（
平
成
21
年
12
月
1
日
適
用
）

▽
利
尻
富
士
町
長
等
の
給
与
に
関
す

る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

〔
改
正
内
容
〕

・
町
長
等
の
期
末
手
当
に
つ
い
て
、

6
月
期
期
末
手
当
を
1
0
0
分
の
2

1
5
か
ら
1
0
0
分
の
1
9
5
に
、

12
月
期
期
末
手
当
を
1
0
0
分
の
2

3
5
か
ら
1
0
0
分
の
2
2
0
に
減

額
す
る
。

　
　

（
平
成
21
年
12
月
1
日
適
用
）

▽
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一

部
改
正
に
つ
い
て

〔
改
正
内
容
〕

条　
　
　

例

条　
　
　

例

第
6
回
臨
時
会

第
6
回
臨
時
会

11
月
26
日　

出
席
議
員
9
名

町
議
会
の
議
員
の
議
員
報
酬
及
び
費
用
弁
償
等
に
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正
に
つ
い
て
な
ど

人　
　
　

事

●

●

定例町議会は、3月・6月・9月・12月の年4回開かれます。
臨時町議会は必要のつど開かれます。
　　　　　　　　　どうぞお気軽に議会を傍聴しましょう。
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議案審議議案審議

で
計
上
し
て
頂
き
ま
し
た
直
轄
事
業

費
が
7
億
2
千
3
0
0
万
円
で
す
。

事
業
内
容
で
は
、
内
港
関
係
は
巻
揚

施
設
、
外
港
関
係
は
越
波
対
策
事
業

で
す
。
こ
の
直
轄
事
業
負
担
金
が
内

港
30
％
、
外
港
15
％
で
2
億
3
千
万

円
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
負
担
金
に

係
る
事
業
債
と
し
て
2
億
2
千
9
8

0
万
円
を
補
正
計
上
し
て
い
ま
す
。

再
質
問　

港
湾
整
備
事
業
の
当
初
予

算
を
含
め
た
総
額
経
費
に
つ
い
て
説

明
を
頂
き
た
い
。

町
長　

港
湾
整
備
の
当
初
予
算
で
は
、

国
の
事
業
費
が
2
億
4
千
万
円
で
事

再
質
問　

交
付
金
に
つ
い
て
、
計
数

的
に
説
明
を
加
え
て
頂
き
た
い
。

町
長　

補
正
予
算
で
地
域
活
性
化
、

雇
用
対
策
、
経
済
活
性
化
の
た
め
に

別
枠
で
措
置
さ
れ
た
金
額
が
2
億
2

千
1
0
0
万
円
の
う
ち
、
3
千
8
7

0
万
円
を
交
付
金
と
し
て
補
正
計
上

し
て
い
ま
す
。

俵
谷
議
員　

港
湾
整
備
事
業
の
負
担

金
及
び
港
湾
整
備
事
業
債
に
つ
い
て

説
明
を
頂
き
た
い
。

町
長　

本
来
町
が
直
接
実
施
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
事
業
を
、
国
の
補
正

俵
谷
議
員　

地
域
活
性
化
・
公
共
投

資
臨
時
交
付
金
の
増
額
、
財
政
調
整

基
金
、
減
債
基
金
へ
の
積
立
金
に
つ

い
て
説
明
を
頂
き
た
い
。

町
長　

地
域
活
性
化
・
公
共
投
資
臨

時
交
付
金
は
国
の
補
正
予
算
に
よ
り

事
業
を
行
う
た
め
の
交
付
金
で
す
。

経
済
対
策
の
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で

町
の
起
債
対
象
事
業
、
単
独
事
業
に

充
当
す
る
考
え
で
す
。
積
立
金
に
つ

い
て
は
、
財
政
の
余
裕
分
、
財
産
の

売
払
収
入
、
寄
付
金
等
を
今
後
の
財

政
運
営
を
考
え
て
基
金
と
し
て
積
み

立
て
す
る
も
の
で
す
。

▽
平
成
21
年
度
利
尻
富
士
町
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
6
号
）

・
補
正
額
4
億
6
千
5
3
6
万
円
を

追
加
し
、
歳
入
歳
出
の
総
額
を
そ
れ

ぞ
れ
58
億
6
千
3
7
9
万
9
千
円
と

す
る
。

〔
質
疑
内
容
〕

俵
谷
議
員　

歳
入
で
地
方
交
付
税
の

普
通
交
付
税
が
増
額
さ
れ
て
い
ま
す

が
増
額
の
要
因
に
つ
い
て
説
明
願
い

ま
す
。

町
長　

町
の
予
算
編
成
に
お
い
て
は
、

歳
出
要
求
に
よ
り
選
択
を
し
な
が
ら

決
定
し
、
歳
入
と
歳
出
の
バ
ラ
ン
ス

に
よ
り
財
源
を
計
上
し
ま
す
が
、
財

源
を
全
部
精
査
し
足
り
な
い
分
を
結

果
的
に
地
方
交
付
税
で
増
額
計
上
し

て
い
る
こ
と
を
ご
理
解
願
い
ま
す
。

再
質
問　

年
間
の
歳
出
に
基
づ
い
て

歳
入
財
源
を
調
整
し
必
要
分
を
計
上

す
る
と
い
う
こ
と
は
、
年
間
の
財
政

状
態
が
町
民
に
分
か
り
づ
ら
い
面
を

含
ん
で
い
る
の
で
、
再
度
説
明
を
頂

き
た
い
。

町
長　

地
方
財
政
計
画
に
よ
り
地
方

交
付
税
が
決
定
さ
れ
ま
す
が
、
そ
れ

を
全
て
予
算
に
計
上
す
る
こ
と
は
財

政
運
営
上
で
き
ま
せ
ん
。
不
測
の
事

態
を
考
え
な
が
ら
の
予
算
措
置
で
あ

る
こ
と
を
理
解
願
い
ま
す
。

　平成21年第4回定例町議会が12月15日招集されました。
　一般質問に3名の議員が登壇し、町民要望実現のため議論を交わしました。その後、提案さ
れた議案を審議し、すべて原案のとおり可決しました。

●会　　期　12月15日～17日
●出席議員　9名第４回定例会

補
正
予
算

補
正
予
算

第４回定例会 ●会　　期　12月15日～17日
●出席議員　9名

主な歳出
議　会　費

総　務　費

民　生　費

土　木　費

消　防　費
教　委　費

諸 支 出 金

議員報酬等
自治振興費
経済危機対策費
人件費
障害者自立支援給付費
介護サービス特別会計繰出金
新型インフルエンザ予防接種扶助費
港湾整備事業負担金
下水道事業特別会計繰出金
利尻富士利尻線（雪）移転補償費
住宅管理費
Ｊ－ＡＬＥＲＴ整備事業委託
人件費
財政調整基金費
減債基金積立金

△ 2,326
2,346
5,040

△ 6,657
3,300

△ 6,407
4,900

229,855
7,526
60,055
2,792
5,040

△ 2,272
81,700
80,000

主な歳入 （単位：千円）

（単位：千円）

自動車取得税交付金
地方交付税
国庫支出金

道 支 出 金

財 産 収 入
繰　越　金
諸　収　入

町　　　　債

■平成21年度利尻富士町一般会計補正予算（第６号）

△ 3,034
117,193
38,700
△ 2,712
5,040
64 ,918
△ 2,577
4,256
2,469
6,344

△ 9,900
△ 2,500
△ 6,100
△ 3,000
229,800
△ 12,300
31,160

自動車取得税交付金
普通交付税
地域活性化・公共投資臨時交付金
国保基盤安定費道負担金
防災情報通信設備整備事業補助金
利尻富士利尻線交付金（雪）工事用地取得業務委託金
利尻富士町役場遺跡発掘調査委託金
不動産売払収入
前年度繰越金
道々拡幅工事に伴う支障物件移転補償
町有施設水洗化整備事業債
公有林整備事業債
小規模治山事業債
漁業振興施設整備事業債
港湾整備事業債
公営住宅整備事業債
臨時財政対策債
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よ
り
作
動
の
確
認
は
行
っ
て
お
り
ま

す
の
で
、
今
後
訓
練
を
行
う
よ
う
校

長
会
を
通
じ
て
周
知
し
た
い
。

再
々
質
問　

作
動
試
験
・
放
水
試
験

は
行
っ
て
い
る
か
伺
い
ま
す
。

総
務
課
長　

消
防
法
の
適
用
で
点
検

・
報
告
が
義
務
付
け
ら
れ
て
お
り
、

作
動
試
験
、
放
水
試
験
を
実
施
し
て

お
り
ま
す
。

田
村
議
員　

鴛
泊
港
・
鬼
脇
港
区
の

港
湾
整
備
事
業
の
内
容
に
つ
い
て
伺

い
ま
す
。

産
業
建
設
課
長　

鴛
泊
港
は
船
揚
場

の
一
部
改
良
、
上
架
施
設
、
東
防
波

堤
の
越
波
対
策
と
し
て
1
1
0
メ
ー

ト
ル
の
改
良
か
さ
上
げ
を
行
い
ま
す
。

鬼
脇
港
区
は
斜
路
の
改
良
、
上
架
施

設
の
設
置
を
行
い
ま
す
。

再
質
問　

上
架
施
設
の
種
類
・
内
容

に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

産
業
建
設
課
長　

上
架
施
設
の
タ
イ

プ
は
、
今
ま
で
の
タ
イ
プ
で
は
な
く

基
礎
部
分
は
ケ
ー
ソ
ン
式
タ
イ
プ
と

な
り
比
較
的
広
い
作
業
ス
ペ
ー
ス
を

確
保
で
き
、
耐
久
性
も
改
良
さ
れ
る

も
の
と
思
い
ま
す
。

黒
川
議
員　

港
湾
整
備
事
業
に
お
け

る
工
事
の
事
業
計
画
化
の
プ
ロ
セ
ス

に
つ
い
て
説
明
願
い
ま
す
。

産
業
建
設
課
長　

港
湾
整
備
に
つ
い

て
は
、
港
の
状
況
を
確
認
し
利
用
者
、

組
合
、
港
湾
施
行
会
議
の
委
員
、
港

業
負
担
金
は
8
千
万
円
を
計
上
し
て

お
り
ま
す
。
補
正
後
で
は
、
事
業
費

が
7
億
2
千
3
0
0
万
円
、
事
業
負

担
金
が
2
億
3
千
万
円
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。

俵
谷
議
員　

老
人
福
祉
施
設
入
居
者

扶
助
費
の
減
額
内
容
を
説
明
願
い
ま

す
。

福
祉
課
長　

養
護
老
人
ホ
ー
ム
に
入

居
し
て
い
る
方
1
名
分
を
当
初
予
算

計
上
し
て
い
ま
し
た
が
、
死
亡
さ
れ

た
こ
と
に
よ
る
1
1
9
万
1
千
円
の

減
額
で
す
。

俵
谷
議
員　

利
尻
小
学
校
の
屋
内
消

火
栓
の
配
管
ト
ラ
ブ
ル
に
係
る
補
修

計
画
の
有
無
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

教
育
次
長　

冬
期
間
の
凍
結
に
よ
り

ポ
ン
プ
が
故
障
し
ま
し
た
が
、
平
成

20
年
度
に
取
替
工
事
を
行
い
ま
し
た
。

消
防
設
備
の
点
検
に
お
い
て
消
火
栓

の
水
圧
が
弱
い
と
の
指
摘
を
受
け
原

因
を
探
っ
て
い
ま
す
が
、
原
因
不
明

で
あ
り
ま
す
の
で
新
年
度
に
向
け
て

原
因
究
明
と
工
法
に
つ
い
て
考
え
て

い
き
た
い
。

再
質
問　

消
火
訓
練
を
行
い
、
消
火

栓
の
取
扱
方
法
や
消
火
栓
に
対
す
る

認
識
を
深
め
て
い
る
の
か
伺
い
ま
す
。

教
育
次
長　

火
災
・
地
震
を
想
定
し

た
非
難
訓
練
は
実
施
し
て
お
り
ま
す

が
、
消
火
栓
を
使
っ
た
訓
練
は
行
っ

て
い
ま
せ
ん
。
消
防
設
備
の
点
検
に

産
業
建
設
課
長　

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

策
定
以
前
に
鴛
泊
港
の
長
期
構
想
が

で
き
あ
が
っ
て
い
ま
す
。
港
湾
整
備

に
関
し
ま
し
て
は
、
長
期
構
想
を
ベ

ー
ス
に
必
要
な
整
備
部
分
を
審
議
会

に
諮
り
な
が
ら
計
画
に
盛
り
込
ん
で

い
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。
今
後
は
、

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
取
り
扱
い
等
も

絡
め
て
計
画
に
盛
り
込
む
こ
と
が
必

要
で
す
が
、
港
湾
整
備
計
画
は
国
直

轄
で
で
き
る
事
業
で
あ
り
、
そ
れ
以

外
は
町
が
実
施
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
こ
と
か
ら
事
業
ボ
リ
ュ
ー
ム
、
財

源
的
な
こ
と
を
含
め
て
振
興
会
の
中

で
港
湾
の
利
用
の
仕
方
・
あ
り
方
に

つ
い
て
諮
っ
て
頂
き
計
画
に
盛
り
込

む
こ
と
に
な
っ
て
い
く
と
思
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
直
轄
事
業
で
き
る
も

の
で
あ
れ
ば
整
備
計
画
に
盛
り
込
ん

で
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

再
質
問　

港
湾
の
長
期
構
想
が
あ
る

と
い
う
こ
と
で
港
湾
振
興
会
議
、
港

湾
審
議
会
の
中
で
の
審
議
は
狭
い
領

域
の
話
に
留
ま
る
の
で
は
と
懸
念
さ

れ
ま
す
の
で
、
港
湾
事
業
を
進
め
る

上
で
は
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
中
に
取

り
込
ん
で
い
け
る
よ
う
な
考
え
方
を

も
っ
て
進
め
て
頂
き
た
い
。

産
業
建
設
課
長　

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
、

長
期
構
想
と
リ
ン
ク
さ
せ
な
が
ら
進

め
て
い
ま
す
が
、
長
期
構
想
策
定
よ

り
時
間
が
経
過
し
実
情
に
合
わ
な
い

部
分
も
あ
り
ま
す
の
で
、
期
成
会
、

ま
ち
づ
く
り
協
議
会
、
港
湾
振
興
会

湾
漁
港
審
議
会
委
員
の
意
見
を
聞
き

な
が
ら
開
発
部
と
の
協
議
を
含
め
、

最
終
的
に
は
港
湾
漁
港
審
議
会
の
審

議
を
経
て
計
画
整
備
に
盛
り
込
ん
で

い
き
ま
す
。

黒
川
議
員　

ゲ
ー
ト
ウ
エ
イ
構
想
の

中
で
港
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
、
親
水
ゾ

ー
ン
と
か
観
光
客
を
迎
え
る
た
め
の

島
の
表
玄
関
と
し
て
港
の
意
味
合
い

の
構
想
が
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
中
に

計
画
と
し
て
だ
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

実
施
し
て
い
る
港
湾
工
事
は
ど
の
よ

う
に
リ
ン
ク
し
て
い
る
の
か
。
こ
れ

か
ら
の
港
湾
事
業
も
ゲ
ー
ト
ウ
エ
イ

構
想
と
リ
ン
ク
す
る
よ
う
な
計
画
性

・
連
続
性
を
持
っ
た
計
画
に
し
て
い

く
べ
き
と
思
い
ま
す
の
で
見
解
を
伺

い
ま
す
。

議
、
港
湾
審
議
会
の
お
話
を
伺
い
そ

の
場
を
広
げ
、
そ
し
て
そ
の
機
会
を

利
用
し
良
い
方
向
に
も
っ
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

戸
嶋
議
員　

ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に

物
件
の
移
転
補
償
が
進
み
移
転
さ
れ

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
町
有
財
産

で
あ
り
ま
す
町
有
地
の
賃
貸
借
あ
る

い
は
売
買
に
係
る
シ
ス
テ
ム
ル
ー
ル

が
あ
る
の
か
伺
い
ま
す
。

産
業
建
設
課
長　

は
っ
き
り
決
ま
っ

た
明
確
な
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
そ
の
都
度
相
談
に
応
じ
て
ケ

ー
ス
バ
イ
ケ
ー
ス
と
い
う
形
に
な
っ

て
お
り
ま
す
。

再
質
問　

契
約
が
締
結
さ
れ
た
ら
、

議
会
へ
の
報
告
は
あ
る
の
か
伺
い
ま

す
。

町
長　

町
有
地
の
関
係
は
議
会
に
諮

ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
、
町
長

が
執
行
で
き
る
も
の
が
あ
り
、
普
通

財
産
の
活
用
は
町
長
の
権
限
で
す
。

ま
ち
づ
く
り
に
お
い
て
は
、
町
有
地

を
使
い
た
い
人
、
町
有
地
を
使
わ
な

け
れ
ば
ど
う
に
も
な
ら
な
い
人
が
お

り
ま
す
の
で
、
決
定
す
る
ま
で
の
間

は
そ
れ
ぞ
れ
の
権
限
に
基
づ
い
て
議

会
に
報
告
・
相
談
・
協
議
を
行
い
臨

機
応
変
に
対
応
い
た
し
ま
す
。

藤
井
議
員　

フ
ェ
リ
ー
運
賃
が
島
民

の
日
常
生
活
及
び
産
業
活
動
に
大
き

な
負
担
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と

鴛泊港湾工事鴛泊港湾工事
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と
と
、
集
団
生
活
で
す
の
で
各
学
校

で
寒
さ
対
策
へ
の
工
夫
を
し
な
が
ら

感
染
予
防
に
注
意
し
て
い
き
た
い
。

オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
に
係
る
要
因
調

査
に
つ
い
て
は
、
管
内
・
道
北
地
区

の
何
校
か
に
状
況
を
聞
い
て
み
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

▽
平
成
21
年
度
利
尻
富
士
町
下
水
道

事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
3
号
）

〔
補
正
内
容
〕

・
補
正
額
2
千
7
1
6
万
1
千
円
を

追
加
し
、
歳
入
歳
出
の
総
額
を
そ
れ

ぞ
れ
2
億
5
千
1
1
4
万
7
千
円
と

す
る
。

〔
質
疑
内
容
〕

俵
谷
議
員　

鴛
泊
地
区
・
鬼
脇
地
区

の
下
水
道
接
続
計
画
戸
数
と
進
捗
状

況
を
説
明
願
い
ま
す
。

産
業
建
設
課
長　

鴛
泊
地
区
の
対
象

戸
数
7
5
7
戸
・
普
及
率
83
．
4
％
、

鬼
脇
地
区
対
象
戸
数
3
1
8
戸
・
普

及
率
67
．
4
％
、
全
体
で
は
78
．
6

％
の
普
及
率
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

再
質
問　

未
接
続
戸
数
へ
の
指
導
と
、

接
続
し
た
く
な
い
と
い
う
戸
数
の
確

認
は
。

産
業
建
設
課
長
補
佐　

下
水
道
法
で

は
、
原
則
3
年
以
内
に
接
続
し
て
頂

く
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
行
政
と
し

て
は
あ
く
ま
で
も
お
願
い
を
す
る
と

い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
接
続
し
た

く
な
い
と
い
う
戸
数
の
把
握
は
行
っ

れ
4
億
8
千
7
2
1
万
3
千
円
と
す

る
。

▽
平
成
21
年
度
利
尻
富
士
町
介
護
サ

ー
ビ
ス
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
1

号
）

〔
補
正
内
容
〕

弁
で
き
ま
せ
ん
が
、
基
本
的
に
は
振

興
公
社
も
代
理
店
を
守
る
と
い
う
考

え
方
で
、
そ
の
時
々
の
相
手
方
の
状

況
に
応
じ
た
対
応
を
し
ま
す
。

藤
井
議
員　

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

に
つ
い
て
、
集
団
感
染
が
広
が
ら
な

い
よ
う
休
校
の
対
策
を
と
っ
て
い
る

学
校
が
あ
り
ま
す
が
、
現
段
階
で
の

状
況
に
つ
い
て
説
明
頂
き
た
い
。
ま

た
、
休
校
に
係
る
授
業
時
間
の
確
保

に
つ
い
て
も
伺
い
ま
す
。

教
育
次
長　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
へ
の

対
応
に
つ
い
て
は
、
本
泊
小
学
校
を

除
く
4
校
で
日
数
は
違
い
ま
す
が
学

級
閉
鎖
・
学
校
閉
鎖
を
そ
れ
ぞ
れ
措

置
し
て
い
ま
す
。
授
業
時
数
に
つ
い

て
は
、
今
の
と
こ
ろ
確
保
で
き
る
と

い
う
こ
と
で
す
が
、
今
後
の
季
節
性

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
罹
患
動
向
に
よ

り
授
業
時
間
の
延
長
も
考
え
ら
れ
ま

す
。

再
質
問　

学
校
に
よ
っ
て
は
、
オ
ー

プ
ン
ス
ペ
ー
ス
の
よ
う
な
教
室
の
形

態
に
よ
っ
て
罹
患
率
を
増
や
す
要
因

が
考
え
ら
れ
ま
す
の
で
、
調
査
等
の

取
り
組
み
を
行
う
か
伺
い
ま
す
。

教
育
長　

オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
が
あ

る
学
校
で
も
、
休
校
に
な
る
ほ
ど
感

染
し
た
子
供
は
い
な
い
ケ
ー
ス
も
あ

り
ま
す
。
学
校
の
造
り
・
教
室
の
形

態
だ
け
の
問
題
で
は
な
い
と
お
さ
え

て
お
り
、
日
頃
の
手
洗
い
、
消
毒
等

を
徹
底
す
る
こ
と
で
感
染
を
防
ぐ
こ

で
、
高
速
道
路
の
原
則
無
料
化
策
に

絡
め
て
、
本
土
と
の
格
差
を
な
く
す

る
た
め
に
離
島
航
路
の
運
賃
料
金
を

原
則
無
料
化
す
る
よ
う
離
島
振
興
協

議
会
強
く
要
望
し
た
こ
と
が
マ
ス
コ

ミ
で
報
道
さ
れ
ま
し
た
が
、
町
長
が

ど
の
程
度
主
張
さ
れ
た
の
か
伺
い
ま

す
。

町
長　

原
則
無
料
化
は
旅
客
で
す
。

生
活
航
路
と
し
て
離
島
の
住
民
が
生

活
す
る
た
め
に
船
に
乗
っ
た
と
き
に

は
、
無
料
化
に
し
て
下
さ
い
と
い
う

こ
と
を
全
国
離
島
振
興
協
議
会
、
北

海
道
離
島
振
興
協
議
会
で
要
望
し
ま

し
た
。
高
速
道
路
が
無
料
化
に
と
い

う
制
度
を
作
る
の
で
あ
れ
ば
、
本
土

に
い
る
人
は
無
料
で
島
に
い
る
人
達

が
船
に
乗
れ
ば
有
料
と
い
う
の
は
ど

う
で
す
か
と
い
う
こ
と
か
ら
で
あ
り
、

船
に
乗
っ
た
ら
車
も
人
も
無
料
だ
と

い
う
基
本
的
な
考
え
方
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。

藤
井
議
員　

航
空
会
社
が
エ
ー
ジ
ェ

ン
ト
に
対
す
る
チ
ケ
ッ
ト
販
売
手
数

料
を
下
げ
る
と
い
う
マ
ス
コ
ミ
報
道

が
あ
り
ま
す
。
当
町
の
利
尻
島
振
興

公
社
が
全
日
空
の
代
理
店
を
務
め
て

い
ま
す
が
、
手
数
料
が
下
げ
ら
れ
る

と
収
入
に
影
響
が
で
る
と
思
わ
れ
ま

す
が
対
応
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

町
長　

代
理
店
で
発
券
す
る
も
の
ま

で
響
く
と
い
う
考
え
方
で
は
見
て
い

ま
せ
ん
で
し
た
。
予
想
の
範
囲
で
答

て
い
ま
せ
ん
。

▽
平
成
21
年
度
利
尻
富
士
町
国
民
健

康
保
険
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
1
号
）

〔
補
正
内
容
〕

・
補
正
額
4
千
4
0
万
1
千
円
を
追

加
し
、
歳
入
歳
出
の
総
額
を
そ
れ
ぞ

議案審議

3,806
10,900
7,526
4,300
15,225
5,565
4,568

ＭＩＣＳ事業負担金
特定環境保全公共下水道事業補助金
一般会計繰入金
特定環境保全公共下水道事業債
前処理施設実施設計業務委託
基本計画見直し業務委託
公共枡設置工事

歳入

歳出

●下水道事業特別会計（補正第1号） ●介護サービス特別会計（補正第1号）
■平成21年度利尻富士町各特別会計補正予算

主な歳入歳出 （単位：千円）
△ 2,876
△ 6,407
△ 2,846
△ 4,580
△ 3,520

老健　施設サービス収入
一般会計繰入金
人件費（特別養護老人ホーム費）
人件費（老人保健施設費）
人件費（介護予防支援事業費）

歳入

歳出

主な歳入歳出 （単位：千円）

△ 6,715
△ 2,166
△ 6,731
3,025
11,496
10,000
28,539
6,000
3,935
3,045
3,240
22,608

医療給付費現年度分
介護納付金現年度分
後期高齢者支援金現年度分
療養給付費負担金
前期高齢者交付金
基金繰入金
前年度繰越金
一般　療養給付費
退職　療養給付費
一般　高額療養費
出産育児一時金
過年度療養給付費負担金返還金

歳入

歳出

●国民健康保険事業特別会計（補正第1号）
主な歳入歳出 （単位：千円）

●国民健康保険施設特別会計（補正第2号）

3,499
△ 1,857
2,352

その他診療報酬収入
一般会計繰入金
薬品費

歳入

歳出

主な歳入歳出 （単位：千円）

●歯科施設特別会計（補正第1号）

△ 1,148
57
600
158
△ 19
△ 239
△ 391

一般会計繰入金
前年度繰越金
歯科診療所整備事業債
人件費
設計監理業務委託料
建設工事請負費
備品整備費

歳入

歳出

主な歳入歳出 （単位：千円）
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議案審議・行政報告議案審議・行政報告

・
補
正
額
9
0
9
万
1
千
円
を
減
額

し
、
歳
入
歳
出
の
総
額
を
そ
れ
ぞ
れ

4
億
5
千
1
6
7
万
6
千
円
と
す
る
。

▽
平
成
21
年
度
利
尻
富
士
町
歯
科
施

設
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
1
号
）

〔
補
正
内
容
〕

・
補
正
額
49
万
1
千
円
を
減
額
し
、

歳
入
歳
出
の
総
額
を
そ
れ
ぞ
れ
1
億

4
千
7
7
5
万
5
千
円
と
す
る
。

▽
平
成
21
年
度
利
尻
富
士
町
国
民
健

康
保
険
施
設
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
2
号
）

〔
補
正
内
容
〕

・
補
正
額
2
2
5
万
5
千
円
を
追
加

し
、
歳
入
歳
出
の
総
額
を
そ
れ
ぞ
れ

8
千
68
万
8
千
円
と
す
る
。

▽
公
有
水
面
の
埋
立
て
に
つ
い
て

・
利
尻
郡
利
尻
富
士
町
鬼
脇
字
鬼
脇

8
番
地
、
9
番
地
、
29
番
地
先
1
千

7
7
7
．
46
㎡
を
ふ
頭
用
地
と
し
て

公
有
水
面
を
埋
立
て
す
る
。

〔
質
疑
内
容
〕

俵
谷
議
員　

鬼
脇
港
区
の
上
架
施
設

・
船
揚
場
施
設
の
整
備
に
係
る
埋
立

て
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
埋
立
て
の

位
置
関
係
が
確
認
で
き
な
い
の
で
現

在
の
斜
路
部
分
を
基
に
説
明
頂
き
た

い
。
ま
た
、
過
去
に
埋
立
て
を
認
可

さ
れ
た
部
分
も
申
請
さ
れ
て
い
る
疑

問
も
あ
り
ま
す
の
で
、
埋
立
て
部
分

の
説
明
を
頂
き
た
い
。

産
業
建
設
課
長　

船
揚
場
に
つ
い
て

は
、
現
在
の
町
道
か
ら
前
側
に
フ
ラ

ッ
ト
部
分
が
10
ｍ
近
く
で
き
ま
す
。

既
存
の
斜
路
部
分
、
前
に
出
る
部
分
、

海
中
の
部
分
か
ら
、
海
中
部
分
は
埋

立
て
に
必
要
な
く
波
打
ち
際
か
ら
上

側
部
分
の
埋
立
手
続
き
が
必
要
と
な

り
ま
す
。
岸
壁
付
近
の
埋
立
申
請
部

分
は
、
過
去
の
埋
立
手
続
き
に
お
い

て
、
開
発
建
設
部
の
事
務
手
続
き
の

書
類
不
備
に
起
因
す
る
申
請
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。

▽
鴛
泊
辺
地
に
係
る
総
合
整
備
計
画

の
変
更
に
つ
い
て

〔
変
更
内
容
〕

・
公
共
施
設
の
整
備
計
画
に
お
い
て
、

集
会
施
設
（
総
合
交
流
促
進
施
設
整

備
事
業
）
の
追
加
に
よ
る
変
更
。

▽
北
海
道
市
町
村
備
荒
資
金
組
合
を

組
織
す
る
市
町
村
の
数
を
増
減
す
る

協
議
に
つ
い
て

▽
北
海
道
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連

合
を
組
織
す
る
地
方
公
共
団
体
の
数

を
減
少
す
る
協
議
に
つ
い
て

〔
協
議
内
容
〕

・
紋
別
郡
上
湧
別
町
、
湧
別
町
の
合

併
に
よ
り
紋
別
郡
湧
別
町
と
な
る
こ

と
か
ら
市
町
村
の
数
を
増
減
す
る
協

議
。

▽
教
育
に
関
す
る
事
務
の
管
理
及
び

執
行
の
状
況
の
点
検
及
び
評
価
の
報

告
に
つ
い
て

・
「
地
方
教
育
行
政
の
組
織
及
び
運

営
に
関
す
る
法
律
」
に
基
づ
き
、
平

成
20
年
度
の
教
育
委
員
会
の
事
務
の

点
検
・
評
価
を
実
施
し
、
今
後
の
効

果
的
な
教
育
行
政
の
推
進
及
び
町
民

へ
の
説
明
責
任
を
果
た
し
て
い
く
た

め
に
、
教
育
委
員
会
教
育
長
よ
り
報

告
が
あ
り
ま
し
た
。

◎
利
尻
空
港
の
利
用
状
況
に
つ
い
て

　

9
月
は
往
復
で
3
，
4
4
7
人
、

搭
乗
率
は
47
．
2
％
と
な
っ
て
お
り
、

昨
年
同
月
比
2
9
3
人
の
増
。
10
月

は
往
復
で
2
，
0
0
2
人
、
搭
乗
率

は
25
．
6
％
と
な
っ
て
お
り
、
昨
年

同
月
比
9
人
の
増
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。

◎
定
額
給
付
金
の
給
付
状
況
に
つ
い

て
　

国
の
平
成
21
年
度
補
正
予
算
で
執

行
し
て
い
た
定
額
給
付
金
は
、
3
月

2
日
受
付
開
始
、
9
月
2
日
受
付
終

了
を
も
っ
て
支
給
事
業
は
終
了
い
た

し
ま
し
た
。
支
給
内
容
は
、
支
給
世

帯
1
，
3
9
3
世
帯
（
99
．
8
％
）

支
給
者
数
2
，
9
7
5
人
（
99
．
7

％
）
支
給
額
は
、
4
千
7
4
6
万
円

（
99
．
8
％
）
と
な
り
未
申
請
世
帯

は
9
世
帯
、
人
数
は
9
人
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。

◎
と
く
と
く
商
品
券
（
地
域
振
興
券
）

に
つ
い
て

　

商
工
会
が
実
施
し
た
「
と
く
と
く

商
品
券
」
の
販
売
は
、
1
セ
ッ
ト
5
，

0
0
0
円
（
5
0
0
円
券
12
枚
で
6
，

0
0
0
円
）
が
5
，
0
0
0
セ
ッ
ト

完
売
し
、
町
内
の
商
店
等
で
活
用
頂

き
地
域
の
経
済
や
町
の
活
性
化
に
寄

与
で
き
た
も
の
と
思
っ
て
い
ま
す
。

精
算
額
は
3
千
18
万
8
千
円
で
、
商

工
会
が
負
担
す
る
金
額
は
1
5
9
万

6
千
円
、
町
で
負
担
す
る
金
額
は
3

4
0
万
5
千
円
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

◎
利
尻
空
港
の
利
活
用
に
つ
い
て

　

国
の
平
成
21
年
度
補
正
予
算
で
国

土
交
通
省
で
は
、
離
島
航
空
路
線
の

維
持
活
性
化
に
資
す
る
取
り
組
み
に

つ
い
て
実
証
実
験
事
業
を
実
施
す
る

こ
と
か
ら
、
低
迷
が
続
く
利
尻
空
港

の
オ
フ
シ
ー
ズ
ン
の
航
空
機
の
利
用

の
改
善
、
冬
期
間
の
利
用
率
向
上
を

図
り
観
光
振
興
の
一
助
と
な
れ
ば
と

い
う
こ
と
で
応
募
し
た
と
こ
ろ
、
本

町
の
利
尻
空
港
冬
季
利
用
促
進
実
験

事
業
が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
た

め
、
利
尻
空
港
冬
季
利
用
促
進
協
議

会
を
設
置
し
オ
フ
期
の
需
要
喚
起
対

策
と
し
て
、
利
尻
島
の
冬
の
観
光
を

全
国
的
に
売
り
込
む
チ
ャ
ン
ス
と
捉

え
観
光
振
興
と
利
尻
空
港
の
維
持
活

性
化
に
繋
が
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
と

い
う
こ
と
か
ら
、
観
光
協
会
と
も
連

携
を
図
り
事
業
を
実
施
し
ま
す
。
事

業
費
に
つ
き
ま
し
て
は
、
全
額
が
国

庫
補
助
金
と
な
り
ま
す
。

公
有
水
面

辺
地
計
画

報　
　
　

告

報　
　
　

告

行 政 報 告行 政 報 告
　第4回定例会において、町長より「利
尻空港の利用状況について」ほか3件に
ついて行政報告がありました。

公
有
水
面

辺
地
計
画

そ　

の　

他

そ　

の　

他
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一般質問一般質問

旨
は
伝
え
て
あ
り
ま
す
。
鴛
泊
市
街

地
の
道
々
拡
幅
整
備
に
お
い
て
街
並

み
形
成
は
最
大
の
重
要
課
題
で
あ
る

と
認
識
し
て
お
り
、
市
街
地
の
整
備

に
あ
た
っ
て
あ
ま
り
に
も
空
き
地
が

多
く
な
る
よ
う
で
あ
れ
ば
、
消
防
支

署
庁
舎
を
道
々
に
面
し
た
場
所
に
移

転
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
も
予

想
さ
れ
る
か
ら
で
あ
り
、
市
街
地
の

ま
ち
づ
く
り
と
の
関
わ
り
も
考
慮
し

な
が
ら
改
築
計
画
を
進
め
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
い
う
事
情
を
ご
理
解
願

い
ま
す
。
市
街
地
再
編
の
姿
が
見
え

な
い
中
で
先
行
で
き
る
も
の
で
も
な

く
、
各
商
店
が
現
在
地
活
用
か
、
移

動
す
る
の
か
調
査
を
実
施
し
て
い
る

最
中
で
あ
り
、
作
業
が
終
了
後
に
現

在
地
、
郊
外
も
含
め
て
検
討
し
な
け

れ
ば
な
ら
ず
し
ば
ら
く
の
期
間
と
時

間
が
必
要
で
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

消
防
格
納
庫
の
建
設
に
あ
た
っ
て
の

財
源
手
当
は
、
補
助
金
は
全
く
な
く

起
債
を
借
り
る
こ
と
は
可
能
で
あ
り

ま
す
が
充
当
率
は
75
％
、
当
該
年
度

に
25
％
の
一
般
財
源
が
必
要
で
あ
り
、

起
債
の
償
還
に
伴
う
地
方
交
付
税
へ

の
還
元
は
な
く
全
額
を
一
般
財
源
で

ま
か
な
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と

か
ら
、
規
模
等
に
お
い
て
慎
重
で
あ

る
べ
き
と
考
え
て
い
ま
す
。

再
質
問　

私
の
表
現
し
て
い
る
財
源

が
厳
し
い
の
で
そ
れ
を
直
視
し
な
い

と
い
う
言
い
回
し
は
、
私
も
公
共
施

設
の
関
係
で
何
点
か
間
隔
を
お
い
て

は
消
防
支
署
庁
舎
の
改
築
に
つ
い
て

こ
れ
ま
で
質
問
を
受
け
た
こ
と
も
な

く
、
改
築
に
対
す
る
考
え
方
や
財
政

事
情
等
に
つ
い
て
説
明
し
た
と
い
う

こ
と
は
定
か
で
は
な
く
、
こ
の
問
題

は
初
め
て
の
質
問
で
あ
る
と
の
こ
と

か
ら
財
源
手
当
の
こ
と
も
含
め
て
答

弁
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
消
防
支
署

庁
舎
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
も
老

朽
化
に
伴
い
格
納
庫
や
消
防
署
員
の

増
員
に
よ
る
事
務
所
の
狭
隘
化
、
当

直
室
や
車
庫
の
補
修
、
消
防
除
雪
機

械
器
具
の
整
備
等
そ
れ
ぞ
れ
予
算
要

求
時
に
お
い
て
事
情
を
聴
取
し
な
が

ら
対
応
し
て
お
り
、
格
納
庫
の
老
朽

化
の
問
題
に
つ
い
て
も
事
情
は
理
解

し
て
い
ま
す
。
そ
の
こ
と
か
ら
も
、

質
問
に
あ
る
立
地
条
件
や
用
地
の
面

積
を
考
慮
す
る
と
き
、
改
築
時
に
お

い
て
は
移
転
が
必
要
か
、
あ
る
い
は

現
在
の
場
所
で
い
い
の
か
と
い
う
懸

念
は
も
っ
て
お
り
、
こ
れ
か
ら
消
防

支
署
庁
舎
の
改
築
計
画
に
あ
た
っ
て

は
消
防
団
や
消
防
関
係
者
の
意
見
を

聞
き
な
が
ら
改
築
場
所
の
選
定
を
行

わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。
こ
れ
ら
の
こ
と
を
踏
ま
え
な

が
ら
関
係
者
に
総
合
的
な
判
断
を
仰

ぐ
た
め
、
建
設
場
所
を
選
定
す
る
に

あ
た
っ
て
は
鴛
泊
市
街
地
ま
ち
づ
く

り
計
画
へ
の
取
り
組
み
も
重
要
な
要

素
で
あ
る
と
の
認
識
で
改
築
計
画
が

進
ん
で
い
な
い
要
因
で
あ
る
と
い
う

こ
と
を
申
し
上
げ
、
職
員
に
は
そ
の

は
安
全
・
安
心
の
町
づ
く
り
を
掲
げ

て
行
政
推
進
を
図
っ
て
き
た
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
か
ら
、
基
本
的
理
念
に

立
ち
返
り
、
生
命
・
財
産
を
守
る
拠

点
で
あ
る
消
防
支
署
庁
舎
の
整
備
計

画
の
方
向
付
け
を
町
民
に
示
す
べ
き

と
考
え
ま
す
が
町
長
の
所
信
を
伺
い

ま
す
。

町
長　

現
在
の
消
防
支
署
庁
舎
は
昭

和
53
年
に
建
築
さ
れ
31
年
が
経
過
し

て
い
る
こ
と
は
8
番
議
員
も
ご
承
知

の
と
お
り
で
あ
り
ま
す
。
質
問
の
中

に
「
老
朽
化
し
て
い
る
支
署
庁
舎
の

実
態
を
直
視
し
な
い
姿
は
単
に
財
政

が
厳
し
い
か
ら
と
い
う
言
い
訳
に
映

る
の
は
残
念
で
あ
る
」
と
の
ご
指
摘

が
あ
り
ま
す
が
、
消
防
議
会
で
の
内

容
は
承
知
し
て
お
り
ま
せ
ん
が
、
私

は
喜
ば
し
い
限
り
で
あ
り
ま
す
。
し

か
し
な
が
ら
町
民
の
生
命
・
財
産
を

守
る
べ
く
拠
点
で
あ
る
消
防
支
署
庁

舎
は
老
朽
化
が
進
ん
で
お
り
、
こ
の

実
態
を
直
視
し
な
い
姿
は
単
に
財
政

が
厳
し
い
か
ら
と
い
う
言
い
訳
に
映

る
の
は
誠
に
残
念
な
状
況
で
あ
り
ま

す
。
一
方
で
は
、
時
代
に
促
し
た
消

防
車
輌
の
大
型
化
が
進
む
と
と
も
に
、

消
防
機
能
の
充
実
が
図
ら
れ
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、
肝
心
の
庁

舎
は
狭
隘
化
し
て
お
り
日
々
の
整
備

点
検
業
務
に
も
支
障
を
及
ぼ
し
て
い

る
の
が
現
実
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
状
況
か
ら
見
て
も
、
早
急
な
改

善
が
必
要
で
あ
る
と
判
断
し
て
お
り

ま
す
。
我
が
町
の
「
利
尻
富
士
町
新

ま
ち
づ
く
り
総
合
整
備
計
画
」
に
も
、

市
街
地
の
整
備
、
交
通
、
道
路
事
情

を
考
慮
し
て
老
朽
化
し
て
い
る
消
防

支
署
庁
舎
の
移
転
新
築
が
必
要
で
あ

る
と
的
確
に
記
述
さ
れ
て
い
る
と
こ

ろ
で
も
あ
り
、
こ
の
判
断
は
適
切
に

分
析
さ
れ
て
い
る
と
思
慮
致
す
も
の

で
あ
り
ま
す
。
消
防
支
署
庁
舎
が
現

況
の
立
地
条
件
の
ま
ま
で
、
万
が
一

に
も
有
事
が
発
生
し
た
場
合
を
想
定

す
る
な
ら
ば
、
消
防
支
署
庁
舎
周
辺

に
は
空
き
地
が
な
く
町
道
を
封
鎖
し

て
車
輌
移
動
を
せ
ざ
る
を
得
ず
、
防

災
・
交
通
安
全
上
誠
に
危
険
極
ま
り

な
い
状
況
が
考
え
ら
れ
、
由
々
し
き

問
題
が
隠
さ
れ
て
い
る
と
判
断
し
て

お
り
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
我
が
町

質
問　

利
尻
富
士
町
の
ま
ち
づ
く
り

の
一
環
と
し
て
道
々
の
拡
幅
事
業
が

実
施
さ
れ
、
い
よ
い
よ
本
格
的
に
ま

ち
づ
く
り
が
始
動
し
た
と
い
う
実
感

が
強
ま
り
ま
し
た
。
又
、
開
発
総
合

セ
ン
タ
ー
も
老
朽
化
に
伴
い
「
総
合

交
流
促
進
施
設
」
と
し
て
更
新
の
方

向
で
着
手
さ
れ
る
運
び
に
あ
る
こ
と

3人 5項目
一　般　質　問

一　般　質　問

整備が必要とされている消防支署庁舎

俵 谷 議 員

消防支署庁舎の整備計画について

整備が必要とされている消防支署庁舎
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一般質問一般質問

復
元
住
居
な
ど
様
々
な
活
用
を
も
模

索
し
、
関
連
部
局
と
知
恵
を
出
し
合

い
な
が
ら
学
術
的
に
も
貴
重
な
歴
史

的
文
化
遺
産
を
教
育
や
観
光
資
源
と

し
て
有
効
に
活
用
し
て
ま
い
り
た
い
。

町
長　

教
育
長
よ
り
23
年
3
月
に
報

告
書
が
完
成
す
る
と
い
う
こ
と
で
す

の
で
、
報
告
書
が
ま
と
ま
っ
た
時
期

に
お
い
て
教
育
委
員
会
と
も
連
携
を

図
り
な
が
ら
、
観
光
振
興
等
の
活
用

方
法
を
考
え
て
い
き
た
い
。

助
と
す
べ
き
と
考
え
ま
す
が
町
長
の

所
信
を
伺
い
ま
す
。

教
育
長　

利
尻
富
士
町
役
場
遺
跡
調

査
は
、
鴛
泊
市
街
地
の
道
々
拡
幅
事

業
に
伴
う
埋
蔵
文
化
財
発
掘
調
査
を

北
海
道
よ
り
委
託
さ
れ
、
6
月
1
日

よ
り
10
月
30
日
ま
で
1
，
4
0
0
㎡

に
わ
た
り
発
掘
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

出
土
し
た
遺
構
・
遺
物
は
続
縄
文
時

代
か
ら
オ
ホ
ー
ツ
ク
文
化
期
（
お
お

よ
そ
1
，
4
0
0
年
か
ら
1
，
5
0

0
年
前
）
に
か
け
て
の
土
器
、
石
器
、

骨
角
器
、
鉄
器
、
舟
形
土
製
品
、
動

物
骨
な
ど
コ
ン
テ
ナ
1
0
0
箱
程
度

が
出
土
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
他
、
竪

穴
式
住
居
跡
4
軒
、
墓
2
基
、
使
用

し
な
く
な
っ
た
土
器
、
石
器
、
骨
角

器
な
ど
の
道
具
類
、
廃
棄
場
な
ど
も

出
土
し
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
ら
出
土

し
た
遺
構
・
遺
物
に
つ
い
て
は
、
洗

浄
、
土
器
拓
本
、
実
測
、
写
真
撮
影
、

図
版
製
作
を
行
い
専
門
的
分
析
を
必

要
と
す
る
も
の
は
、
琉
球
大
学
、
岩

手
県
立
博
物
館
、
地
球
科
学
研
究
所

に
そ
れ
ぞ
れ
調
査
を
委
託
し
、
遺
跡

の
調
査
解
明
を
行
い
平
成
23
年
3
月

に
調
査
報
告
書
を
刊
行
す
る
予
定
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。
今
後
、
こ
れ
ら

の
活
用
方
法
と
し
て
は
、
成
果
報
告

会
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
研
修
等
各
種
研
修
会
資

料
と
し
て
利
用
す
る
ほ
か
、
遺
物
の

展
示
を
行
い
町
民
や
観
光
に
公
開
し

ま
す
。
ま
た
、
現
地
の
有
効
活
用
が

可
能
で
あ
れ
ば
、
看
板
や
展
示
施
設
、

質
問　

本
年
6
月
よ
り
発
掘
調
査
さ

れ
た
利
尻
富
士
町
役
場
遺
跡
に
つ
い

て
は
、
発
掘
調
査
を
終
了
し
現
在
作

業
中
で
あ
り
、
平
成
22
年
度
中
に
調

査
報
告
書
が
発
刊
さ
れ
る
予
定
で
あ

る
と
伺
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
度
の

調
査
で
は
、
大
変
貴
重
な
遺
構
が
確

認
さ
れ
る
と
と
も
に
数
多
く
の
遺
物

が
出
土
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
は
学

術
的
に
も
、
ま
た
、
町
の
財
産
と
し

て
大
変
貴
重
な
も
の
で
あ
る
と
認
識

し
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
ら
発
掘
さ
れ

た
遺
構
・
遺
物
の
有
効
活
用
を
図
る

べ
き
で
あ
る
と
の
観
点
か
ら
、
遺
構

の
復
元
等
に
よ
り
観
光
資
源
と
し
て

有
効
活
用
し
、
町
の
観
光
振
興
の
一

て
い
ま
す
。
財
源
が
な
い
か
ら
と
い

う
考
え
で
は
な
く
問
題
は
場
所
で
あ

り
ま
す
の
で
、
現
在
地
、
郊
外
町
有

地
の
利
用
・
活
用
は
色
々
考
え
ら
れ

ま
す
が
、
街
並
み
形
成
と
い
う
こ
と

で
配
慮
で
き
れ
ば
尚
い
い
だ
ろ
う
と

い
う
考
え
も
あ
り
ま
す
の
で
、
関
係

者
と
相
談
し
な
が
ら
決
定
に
も
っ
て

い
き
た
い
と
い
う
考
え
か
ら
、
時
間

と
期
間
が
必
要
で
あ
る
と
い
う
こ
と

で
ご
理
解
願
い
ま
す
。

再
々
質
問　

街
並
み
整
備
の
状
況
を

み
な
が
ら
考
え
て
い
く
と
の
答
弁
で

す
が
、
市
街
地
に
現
存
す
る
施
設
の

移
転
、
空
き
地
に
つ
い
て
の
「
噂
」

が
で
て
い
る
状
況
で
は
、
町
民
に
は

将
来
的
な
土
地
の
確
保
や
庁
舎
に
つ

い
て
の
理
解
度
・
安
堵
感
を
持
た
せ

る
の
も
安
心
・
安
全
の
ま
ち
づ
く
り

に
繋
が
る
の
で
は
な
い
か
。

町
長　

消
防
庁
舎
は
街
並
み
を
形
成

す
る
そ
の
一
助
に
な
る
と
考
え
て
お

り
ま
す
の
で
、
町
の
人
達
の
意
見
を

聞
き
色
々
な
こ
と
を
想
定
し
な
が
ら

計
画
を
立
て
た
い
。
街
並
み
の
区
画

整
理
に
は
期
間
が
か
か
る
と
思
い
ま

す
が
、
消
防
庁
舎
建
て
替
え
の
必
要

性
は
十
分
認
識
し
て
お
り
ま
す
の
で
、

場
所
選
定
に
は
議
会
と
も
相
談
い
た

し
ま
す
が
、
色
々
な
調
整
が
あ
り
ま

す
か
ら
、
今
し
ば
ら
く
時
間
を
置
か

せ
て
下
さ
い
。

同
じ
よ
う
な
質
問
を
し
て
お
り
、
答

弁
に
お
い
て
財
源
の
問
題
に
町
長
は

触
れ
て
い
ま
す
。
私
の
受
け
方
と
す

れ
ば
、
財
源
が
な
い
の
で
緊
急
性
が

生
ま
れ
て
こ
な
い
と
い
う
表
現
方
法

な
の
で
、
答
弁
し
た
か
ら
財
源
は
な

い
と
い
う
表
現
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

新
ま
ち
づ
く
り
プ
ラ
ン
の
中
に
掲
載

し
た
と
い
う
こ
と
は
、
消
防
庁
舎
が

老
朽
化
し
て
き
て
い
る
の
で
将
来
的

に
は
改
築
が
必
要
で
あ
る
認
識
で
あ

り
ま
す
。
財
源
が
な
い
か
ら
先
送
り

す
る
と
い
う
よ
う
に
私
は
受
け
止
め

た
の
で
す
が
、
将
来
に
な
れ
ば
な
る

ほ
ど
人
口
が
減
少
し
高
齢
化
に
な
り
、

産
業
も
今
以
上
に
向
上
す
る
と
い
う

目
途
も
立
た
な
い
こ
と
を
考
え
る
の

で
あ
れ
ば
、
余
力
の
あ
る
う
ち
に
将

来
的
な
目
途
を
立
て
計
画
に
取
り
組

ん
で
推
進
す
る
べ
き
と
思
い
ま
す
。

立
地
条
件
も
勘
案
し
て
街
並
み
の
空

き
地
を
利
用
す
る
と
の
考
え
で
あ
り

ま
す
が
、
消
防
庁
舎
は
町
民
の
生
命

・
財
産
を
守
る
と
い
う
拠
点
施
設
で

あ
る
と
い
う
こ
と
を
も
う
一
度
認
識

す
べ
き
で
あ
る
と
思
い
ま
す
が
。

町
長　

質
問
は
消
防
支
署
庁
舎
の
整

備
計
画
と
い
う
1
点
に
絞
っ
た
質
問

の
中
で
こ
う
い
う
指
摘
が
あ
っ
た
の

で
、
私
は
聞
い
た
こ
と
が
な
い
と
申

し
上
げ
た
の
で
そ
の
辺
は
違
う
意
味

で
言
っ
て
い
な
い
こ
と
を
ご
理
解
願

い
た
い
と
思
い
ま
す
。
改
築
は
す
べ

き
で
あ
り
、
そ
の
必
要
性
は
認
識
し

米 谷 議 員

利尻富士町役場遺跡の有効活用
について

遺跡整理作業遺跡整理作業
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一般質問一般質問

問
で
行
っ
て
頂
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

再
質
問　

基
本
的
な
公
平
性
の
確
保

に
つ
い
て
は
、
お
互
い
の
認
識
が
一

致
し
て
い
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
公

共
施
設
に
つ
い
て
は
、
防
災
無
線
の

運
用
に
関
わ
り
、
電
波
は
公
共
の
公

器
で
あ
り
公
平
か
つ
能
率
的
な
運
用

が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
「
漁

協
支
所
が
1
政
党
の
講
演
会
の
放
送

を
全
町
に
流
し
た
」
と
い
う
経
緯
が

あ
り
、
町
全
体
の
放
送
で
な
く
漁
協

の
組
合
員
だ
け
の
放
送
で
あ
れ
ば
Ｏ

Ｋ
の
判
断
な
の
か
、
今
後
も
そ
れ
は

有
り
得
る
の
か
。
公
共
性
の
も
の
と

い
う
こ
と
で
、
指
導
に
よ
り
こ
れ
か

ら
は
な
い
と
い
う
立
場
な
の
か
を
お

聞
か
せ
願
い
ま
す
。
ま
た
、
公
共
施

設
を
利
用
し
た
個
人
又
は
個
人
商
店

の
看
板
や
ポ
ス
タ
ー
等
の
宣
伝
物
及

び
貸
し
出
し
ス
ペ
ー
ス
等
に
つ
い
て
、

使
用
許
可
の
判
断
を
さ
れ
る
運
用
規

定
が
あ
る
の
か
ど
う
か
。
公
共
施
設

で
あ
る
部
分
に
つ
い
て
は
、
公
平
性

を
確
保
す
る
と
い
う
こ
と
か
ら
一
定

の
ル
ー
ル
を
定
め
る
精
算
等
・
整
理

を
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
が
。

町
長　

公
共
施
設
に
関
す
る
取
扱
要

項
・
運
用
規
定
は
整
備
し
て
い
ま
せ

ん
が
、
施
設
の
利
用
、
設
備
の
利
用

に
つ
い
て
は
公
共
性
を
も
っ
て
肝
に

銘
じ
な
が
ら
、
運
用
規
定
の
整
備
も

含
め
て
施
設
の
運
用
管
理
に
あ
た
っ

て
ま
い
り
た
い
。

質
問
③　

平
成
20
年
度
か
ら
29
年
度

い
ま
す
。

町
長　

町
行
政
の
執
行
は
町
民
か
ら

の
信
頼
を
得
る
こ
と
が
で
き
な
け
れ

ば
成
り
立
た
ず
、
職
員
は
公
正
・
公

平
・
中
立
的
な
立
場
を
も
っ
て
町
民

に
接
し
、
公
僕
と
し
て
範
を
示
し
公

務
を
執
行
す
る
の
が
当
然
の
義
務
で

あ
り
、
機
会
あ
る
ご
と
に
職
員
に
周

知
し
て
い
ま
す
。
各
種
事
業
の
発
注

に
つ
い
て
は
、
利
尻
富
士
町
財
務
規

則
に
則
り
指
名
競
争
入
札
参
加
資
格

関
係
事
務
取
扱
要
項
を
設
け
て
、
景

気
、
経
済
、
雇
用
も
考
慮
し
な
が
ら

町
内
の
指
名
願
を
提
出
し
て
い
る
業

者
を
主
と
し
な
が
ら
指
名
業
者
を
選

定
し
て
入
札
を
執
行
し
て
お
り
、
物

品
等
の
購
入
に
あ
た
っ
て
も
財
務
規

則
に
則
り
入
札
や
見
積
り
合
わ
せ
を

行
い
契
約
し
て
い
ま
す
。
職
員
の
採

用
に
つ
い
て
は
、
本
採
用
に
つ
い
て

は
宗
谷
管
内
町
村
職
員
採
用
試
験
を

宗
谷
町
村
会
が
主
催
・
実
施
し
、
1

次
筆
記
試
験
合
格
者
に
は
希
望
申
し

込
み
町
村
で
2
次
面
接
を
行
い
採
用

・
不
採
用
を
決
定
し
て
お
り
ま
す
。

臨
時
職
員
の
採
用
は
、
そ
の
時
々
に

応
じ
て
広
報
や
各
種
施
設
で
の
掲
示

・
回
覧
板
等
で
募
集
し
、
応
募
の
あ

っ
た
全
員
に
最
終
学
校
の
成
績
証
明

書
、
健
康
診
断
書
を
参
考
に
そ
れ
ぞ

れ
の
担
当
課
で
面
接
試
験
を
実
施
し

て
採
用
し
て
い
ま
す
。
公
共
施
設
や

附
随
施
設
整
備
の
利
用
の
あ
り
方
に

つ
い
て
は
、
具
体
的
な
内
容
を
再
質

す
が
、
12
区
の
選
挙
区
で
は
2
人
の

衆
議
院
議
員
が
お
り
政
治
力
を
使
う

分
に
は
そ
れ
ぞ
れ
の
力
を
利
用
し
な

が
ら
政
策
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
流
れ
が
変

わ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
は
新
し
い
形

が
で
き
て
い
く
こ
と
と
思
い
ま
す
が
、

道
議
を
含
め
て
パ
イ
プ
を
太
く
す
る

た
め
の
き
め
細
や
か
な
対
応
を
と
っ

て
頂
い
て
、
町
の
発
展
の
た
め
に
双

方
で
努
力
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
い

ま
す
。

町
長　

陳
情
・
要
望
の
は
っ
き
り
し

た
ス
タ
イ
ル
が
で
る
の
か
分
か
り
ま

せ
ん
が
、
基
本
的
に
は
制
度
に
よ
っ

て
そ
の
制
度
を
い
か
に
活
用
す
る
か

と
い
う
こ
と
で
す
の
で
、
行
政
同
士

が
ま
ず
綿
密
な
連
携
の
も
と
に
利
尻

富
士
町
の
事
情
を
知
っ
て
頂
き
、
問

題
解
決
、
課
題
解
決
へ
の
対
応
と
そ

の
後
押
し
を
し
て
頂
く
こ
と
か
ら
、

自
民
党
、
民
主
党
に
関
係
な
く
懸
案

事
項
解
決
の
た
め
に
努
力
い
た
し
た

い
。

質
問
②　

町
政
の
公
平
な
執
行
は
、

町
政
や
職
員
に
対
す
る
信
頼
性
の
増

加
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
そ
の
こ
と

に
よ
り
町
へ
の
住
民
の
結
集
力
が
増

す
も
の
と
考
え
ま
す
。
各
種
事
業
の

発
注
の
あ
り
方
、
職
員
や
臨
時
雇
用

の
採
用
、
公
共
施
設
や
施
設
に
附
随

す
る
設
備
の
利
用
の
あ
り
方
等
に
つ

い
て
高
い
公
平
性
が
求
め
ら
れ
て
い

る
と
思
い
ま
す
が
町
長
の
考
え
を
伺

町
長　

町
の
懸
案
事
項
解
決
の
た
め

に
は
、
特
殊
な
事
項
は
別
と
し
て
、

通
常
の
事
業
採
択
、
予
算
確
保
に
つ

い
て
は
国
や
道
を
含
め
て
、
ま
ず
は

行
政
同
士
で
綿
密
な
連
携
の
も
と
に

そ
れ
ぞ
れ
の
事
柄
に
つ
い
て
事
情
や

必
要
性
を
説
明
し
て
理
解
を
頂
き
な

が
ら
、
各
種
事
項
の
解
決
に
努
力
し

て
き
ま
し
た
。
政
権
交
代
が
な
さ
れ

た
か
ら
と
い
っ
て
、
国
に
お
い
て
は

制
度
的
な
予
算
の
一
部
増
減
は
政
権

・
政
府
が
決
定
す
る
の
は
当
然
と
し

て
、
補
助
事
業
な
ど
の
制
度
的
な
も

の
は
大
幅
に
変
更
す
る
こ
と
は
予
想

さ
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
国
や
道
の

制
度
を
最
大
限
に
活
用
し
利
尻
富
士

町
の
懸
案
事
項
の
課
題
解
決
を
図
る

方
針
は
変
わ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
陳
情
・
要
望
・
提
案
の
際
の
ス

タ
ン
ス
で
あ
り
ま
す
が
、
中
央
要
望

と
い
う
こ
と
で
そ
れ
ぞ
れ
の
団
体
が

国
会
議
員
は
も
ち
ろ
ん
、
各
省
庁
に

出
向
い
て
陳
情
書
や
要
望
書
を
持
参

し
事
情
を
説
明
し
て
き
た
と
い
う
の

が
通
例
で
あ
り
ま
し
て
、
こ
れ
か
ら

も
そ
れ
ぞ
れ
の
団
体
で
対
応
す
る
こ

と
に
な
る
と
思
っ
て
お
り
、
与
党
・

野
党
を
問
わ
ず
北
海
道
選
出
の
衆
参

両
議
員
に
対
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
課
題

解
決
に
対
応
し
て
ま
い
り
た
い
。

再
質
問　

陳
情
方
法
は
各
都
道
府
県

が
窓
口
に
な
り
、
そ
の
窓
口
に
対
す

る
ア
プ
ロ
ー
チ
は
各
選
挙
区
の
議
員

が
受
付
す
る
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま

質
問
①　

先
の
衆
議
院
議
員
総
選
挙

に
お
い
て
、
日
本
の
政
権
が
自
民
党

政
権
か
ら
国
民
は
民
主
党
政
権
へ
と

政
権
交
代
を
選
択
し
ま
し
た
。
こ
れ

ま
で
我
が
町
は
、
自
民
党
政
権
の
中

で
武
部
衆
議
院
議
員
を
中
心
に
町
政

の
た
め
に
多
く
の
貢
献
を
頂
い
て
き

た
こ
と
は
事
実
で
あ
る
と
思
い
ま
す

が
、
政
権
交
代
が
実
現
し
た
今
、
ど

の
よ
う
な
ス
タ
ン
ス
で
政
府
与
党
へ

ア
プ
ロ
ー
チ
し
て
い
く
の
か
そ
の
考

え
を
伺
い
ま
す
。

黒 川 議 員

政権交代後の陳情等のアプローチについて
町政の信頼を高めるための公平な町政執行について
道道拡幅に絡めた町づくりの考え方と進捗状況について
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一般質問一般質問

◎
改
正
貸
金
業
法
の
早
期
完
全
施
行

等
を
求
め
る
意
見
書

1　

改
正
貸
金
業
法
を
早
期
（
遅
く

　

と
も
本
年
12
月
ま
で
）
に
完
全
施

　

行
す
る
こ
と
。

2　

自
治
体
で
の
多
重
債
務
相
談
体

　

制
の
整
備
の
た
め
相
談
員
の
人
件

　

費
を
含
む
予
算
を
十
分
確
保
す
る

　

な
ど
相
談
窓
口
の
充
実
を
支
援
す

　

る
こ
と
。

3　

個
人
及
び
中
小
企
業
者
向
け
の

　

セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
貸
付
を
さ
ら

　

に
充
実
さ
せ
る
こ
と
。

4　

ヤ
ミ
金
融
を
徹
底
的
に
摘
発
す

　

る
こ
と
。

◎
社
会
的
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
の
拡

充
に
関
す
る
意
見
書

1　

「
雇
用
と
住
居
を
失
っ
た
者
に

　

対
す
る
総
合
支
援
策
」
を
ワ
ン
ス

　

ト
ッ
プ
・
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
迅
速

　

か
つ
円
滑
に
実
施
す
る
た
め
に
必

　

要
な
事
務
の
改
善
と
、
恒
久
的
な

　

制
度
化
を
行
う
こ
と
。

2　

生
活
保
護
制
度
の
円
滑
な
実
施

　

に
向
け
、
国
の
責
任
に
お
い
て
運

　

用
の
改
善
、
実
施
体
制
の
確
保
及

　

び
確
実
な
財
源
保
障
を
行
う
こ
と
。

※
意
見
書
は
原
案
の
と
お
り
可
決
し
、

関
係
行
政
庁
へ
送
付
し
ま
し
た
。

ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
間
違
わ
な
い
よ
う
町

が
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
を
取
っ
て
い
か

な
け
れ
ば
、
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
も
活

か
さ
れ
て
い
か
な
い
の
で
は
と
危
惧

さ
れ
ま
す
が
。

町
長　

せ
っ
か
く
の
機
会
で
あ
る
か

ら
空
き
地
を
作
ら
な
い
た
め
に
、
そ

れ
ぞ
れ
の
団
体
も
動
く
と
こ
ろ
は
動

い
て
い
ま
す
。
期
成
会
の
ほ
う
は
商

工
会
が
主
と
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、

全
体
的
に
協
議
を
す
る
た
め
に
は
、

全
体
的
な
空
き
地
が
ど
の
程
度
で
き

る
の
か
分
か
ら
な
い
ま
ま
、
町
が
動

く
わ
け
に
い
か
な
い
こ
と
が
今
現
在

で
あ
る
こ
と
を
ご
理
解
願
い
ま
す
。

ど
う
す
る
か
と
い
う
よ
う
な
こ
と
も

検
討
で
き
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
の

で
、
今
の
と
こ
ろ
行
政
と
し
て
は
不

明
で
あ
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

電
線
の
地
中
化
に
つ
い
て
は
、
完
全

地
中
化
、
ソ
フ
ト
埋
設
化
、
後
方
に

電
柱
を
立
て
る
と
い
う
方
法
が
あ
り

ま
す
が
、
完
全
地
中
化
は
協
議
会
の

設
置
が
必
要
で
あ
り
、
地
中
化
は
こ

れ
か
ら
ど
う
す
る
か
の
状
況
で
す
。

再
々
質
問　

道
々
拡
幅
事
業
は
、
最

後
の
ま
ち
づ
く
り
の
チ
ャ
ン
ス
で
あ

る
と
思
い
ま
す
。
空
き
地
の
確
保
と

再
配
置
が
キ
ー
ポ
イ
ン
ト
に
な
る
と

い
う
気
が
し
ま
す
の
で
、
タ
イ
ム
ス

ン
」「
探
勝
眺
望
ゾ
ー
ン
」「
海
岸
探

勝
ゾ
ー
ン
」
「
健
康
文
化
体
験
ゾ
ー

ン
」
の
整
備
ゾ
ー
ニ
ン
グ
と
し
て
お

り
、
こ
れ
か
ら
具
体
的
な
事
業
の
内

容
が
決
定
さ
れ
る
も
の
と
思
っ
て
い

ま
す
。
そ
の
中
で
行
政
が
ど
の
程
度

関
わ
っ
て
整
備
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
か
、
市
街
地
の
整
備
の
進
捗
状
況

を
把
握
し
な
が
ら
関
係
者
と
協
議
を

進
め
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

再
質
問　

ま
ち
づ
く
り
の
進
捗
状
況

で
す
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
関
係
す
る
家

屋
の
補
償
交
渉
も
進
ん
で
い
ま
す
が
、

土
地
の
再
配
置
と
い
う
こ
と
が
非
常

に
重
要
で
ス
タ
ー
ト
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す
。
空
き
ス
ペ
ー
ス
の
実
態

が
よ
く
分
か
ら
な
い
中
で
、
マ
ス
タ

ー
プ
ラ
ン
の
整
備
予
定
や
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
の
タ
イ
ム
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
か

ら
い
く
と
、
や
っ
て
お
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
こ
と
の
進
捗
状
況
が
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
お
聞
か
せ
願
い
ま

す
。
ま
た
、
第
2
回
定
例
会
で
電
線

地
中
化
に
つ
い
て
、
そ
の
選
択
を
関

係
機
関
、
又
は
観
光
協
会
な
り
商
店

な
り
で
協
議
す
る
と
答
弁
さ
れ
た
と

思
い
ま
す
が
、
電
線
の
地
中
化
の
取

り
組
み
状
況
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

町
長　

空
き
地
が
で
き
た
場
合
の
売

買
や
賃
貸
借
の
調
整
が
図
れ
る
か
ど

う
か
、
期
成
会
の
方
に
そ
う
い
う
調

整
も
お
願
い
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

し
、
ま
た
、
ど
の
程
度
空
く
か
が
分

か
ら
な
い
状
況
で
は
、
そ
の
事
業
を

ま
で
の
向
こ
う
10
年
間
の
ま
ち
づ
く

り
基
本
計
画
が
平
成
20
年
3
月
に
策

定
さ
れ
ま
し
た
。
𠮷
田
町
政
3
期
目

の
ス
タ
ー
ト
に
当
た
り
、
基
幹
産
業

の
漁
業
と
観
光
の
振
興
を
目
指
す
こ

と
を
強
調
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
実
現

を
共
に
図
っ
て
ま
い
り
た
い
と
考
え

ま
す
が
、
観
光
を
考
え
ま
す
と
平
成

15
年
を
ピ
ー
ク
に
入
り
込
み
数
が
減

少
し
て
お
り
ま
す
し
、
一
方
漁
業
も

高
齢
化
・
後
継
者
不
足
が
問
題
視
さ

れ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
状
況

の
中
で
、
鴛
泊
市
街
地
の
道
々
拡
幅

事
業
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
道
々

拡
幅
事
業
に
伴
う
「
鴛
泊
市
街
地
ま

ち
づ
く
り
計
画
」
に
は
、
観
光
振
興

に
繋
が
る
プ
ラ
ン
、
ま
た
、
漁
業
生

産
物
の
販
売
や
付
加
価
値
を
つ
け
る

プ
ラ
ン
等
も
計
画
さ
れ
て
お
り
ま
す

が
、
こ
れ
ら
の
方
向
性
と
推
進
の
方

策
に
つ
い
て
お
考
え
を
伺
い
ま
す
。

町
長　

利
尻
富
士
町
の
長
期
計
画
は

「
新
ま
ち
づ
く
り
総
合
計
画
」
と
し

て
20
年
度
か
ら
29
年
度
ま
で
の
10
年

間
を
目
標
に
ス
タ
ー
ト
し
、
活
力
あ

る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
鴛
泊

市
街
地
ま
ち
づ
く
り
計
画
の
で
全
体

構
想
で
は
「
も
て
な
し
と
交
流
の
町
」

「
地
域
遺
産
と
元
気
な
産
業
に
支
え

ら
れ
た
町
」
「
誰
に
も
優
し
く
安
全

で
快
適
な
町
」
の
3
本
の
目
標
を
掲

げ
て
お
り
、
観
光
に
関
係
す
る
部
分

で
は
「
利
尻
島
ゲ
ー
ト
ウ
エ
イ
ゾ
ー

意
見
書
提
出
（
要
約
）

意
見
書
提
出
（
要
約
）

上位計画

個別施策

鴛泊市街地
整備の目標

上位計画

個別施策

鴛泊市街地
整備の目標

利尻富士町
まちづくり総合計画

計画の位置づけ

1. 幹線道路整備

2. 商業活性化

3. 鴛泊駅

4. 鴛泊港の整備

5. 観光振興

6. 漁業振興

7. 高齢化福祉対策

都市再生整備計画の策定 関連事業計画の策定（まちづくり、港湾、水産、住宅等）

鴛泊市街地まちづくり計画書
（鴛泊市街地整備計画マスタープラン）

北海道離島振興計画
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編　
集　
後　
記

編　
集　
後　
記

9
日　

福
岡
利
ニ
氏
叙
勲
受
賞
祝
賀
会
（
議
長
出
席
）

10
日　

議
会
運
営
委
員
会

15
日　

第
4
回
定
例
町
議
会
（
至
17
日
）

18
日　

利
尻
郡
清
掃
施
設
組
合
議
会
（
関
係
議
員
出
席
）

　
〃　

利
尻
郡
学
校
給
食
組
合
議
会
（
関
係
議
員
出
席
）

19
日　

利
尻
島
国
保
病
院
組
合
議
会
（
関
係
議
員
出
席
）

　
〃　

利
尻
礼
文
消
防
事
務
組
合
議
会
（
関
係
議
員
出
席
）

30
日　

御
用
納
め

1
日　

利
尻
山
神
社
歳
旦
祭

3
日　

北
見
神
社
歳
旦
祭

4
日　

平
成
22
年
成
人
式
（
議
長
外
各
議
員
出
席
）

5
日　

平
成
22
年
消
防
団
出
初
式
（
議
長
外
各
議
員
出
席
）

6
日　

御
用
始
め

8
日　

鬼
脇
老
人
ク
ラ
ブ
潮
流
会
新
年
交
礼
会
（
議
長
外
各
議
員
出

　
　
　

席
）

　
〃　

議
員
会
新
春
親
睦
会

10
日　

消
防
団
活
性
化
事
業

12
日　

鴛
泊
老
人
ク
ラ
ブ
和
友
会
新
年
会
（
議
長
外
各
議
員
出
席
）

16
日　

観
光
協
会
新
年
会
（
議
長
出
席
）

19
日　

宗
谷
町
村
議
長
会
定
期
総
会
・
町
村
会
と
の
意
見
交
換
会

　
　
　

（
稚
内
市
、
議
長
・
局
長
出
席
）

25
日　

平
成
21
年
度
功
労
者
表
彰
式
（
議
長
外
各
議
員
出
席
）

5
日　

総
務
民
教
産
建
常
任
委
員
会

　
〃　

鴛
泊
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ
合
同
防
火
の
集
い
（
議
長
出
席
）

10
日　

全
国
離
島
振
興
市
町
村
議
会
議
長
会
理
事
会
・
定
期
総
会

　
　
　

（
東
京
都
、
議
長
出
席
）

13
日　

商
店
会
新
年
会
（
議
長
出
席
）

22
日　

一
般
質
問
受
付
（
至
3
月
1
日
）

23
日　

議
員
共
済
会
事
務
及
び
議
員
年
金
等
説
明
会

25
日　

広
報
委
員
会

26
日　

鬼
脇
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ
合
同
防
火
の
集
い
（
議
長
出
席
）

4
日　

議
会
運
営
委
員
会

12
月

1
月

2
月

3
月

議

会

日

誌

　

厳
し
い
寒
さ
も
よ
う
や
く
峠
を
越
し
暖
か
い
春
の
日

差
し
が
日
一
日
と
増
す
時
節
と
な
り
ま
し
た
が
、
町
民

の
皆
様
に
は
ご
健
勝
で
お
過
ご
し
の
こ
と
と
拝
察
し
お

慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

阪
神
・
淡
路
大
震
災
か
ら
早
い
も
の
で
丸
15
年
と
い

う
節
目
を
迎
え
ま
し
た
が
、
世
界
各
地
で
は
年
を
増
す

ご
と
に
気
候
変
動
に
よ
る
災
害
、
地
震
等
が
多
発
し
、

数
多
く
の
人
々
が
被
災
さ
れ
苦
し
い
生
活
を
余
儀
な
く

さ
れ
て
い
ま
す
。
一
日
も
早
い
復
旧
を
祈
ら
ず
に
は
お

れ
ま
せ
ん
。
暗
い
ニ
ュ
ー
ス
ば
か
り
が
流
れ
る
中
で
、

冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
の
日
本
選
手
の
活
躍
・
日
頃
の

鍛
錬
の
成
果
に
胸
が
躍
る
想
い
で
あ
り
ま
す
し
、
次
回

大
会
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

世
界
的
な
金
融
危
機
以
降
、
国
内
の
経
済
情
勢
は
未

だ
に
厳
し
い
状
況
の
中
に
あ
り
、
景
気
の
転
校
・
回
復

は
先
が
見
え
な
い
現
況
に
あ
り
ま
す
。
我
が
町
に
お
い

て
も
、
こ
の
数
年
漁
業
・
観
光
を
中
心
と
す
る
産
業
の

衰
退
が
続
い
て
お
り
ま
す
が
、
こ
の
不
安
定
な
状
況
を

打
破
す
べ
く
議
会
と
し
て
も
皆
様
と
と
も
に
一
丸
と
な

っ
て
努
力
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
を
新
た
に

し
て
お
り
ま
す
。

　

昨
年
か
ら
工
事
を
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
鬼
脇
地
区

防
災
拠
点
施
設
も
、
2
月
で
完
成
に
至
り
4
月
か
ら
業

務
開
始
の
運
び
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
施
設
は
、
鬼
脇

支
所
と
歯
科
診
療
所
が
併
設
し
て
お
り
、
明
る
く
利
便

性
に
富
ん
だ
施
設
と
し
て
町
民
の
皆
様
が
利
用
で
き
る

も
の
と
確
信
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
鴛
泊
地
区
に
建

設
予
定
の
総
合
交
流
促
進
施
設
に
つ
い
て
も
、
着
々
と

準
備
が
進
ん
で
お
り
平
成
22
年
度
中
に
は
完
成
さ
れ
ま

ち
づ
く
り
活
動
に
活
用
さ
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

今
後
も
、
こ
の
町
を
愛
し
少
し
で
も
良
く
し
た
い
と

い
う
想
い
と
、
議
員
活
動
を
ど
う
具
現
化
で
き
る
か
と

い
う
自
問
の
中
で
努
力
を
続
け
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、

町
民
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

議
会
広
報
委
員
一
同

議会に請願（陳情）される方に
1．

2．

3．
4．

　請願書（陳情書）は下記の様式に準じ邦文で作成し
て下さい。
　請願書には、町議会議員の中から 1 名以上、紹介議
員として署名または記名押印を受けて下さい。
　請願・陳情はいつでも受付けております。
　その他不明な点については、議会事務局にお問い合
わせ下さい。　　　　　　　　　（電話 82－2512番）

（陳情の場合は「請願」を「陳情」に読みかえてください。）

（表）

請　願　書

請願書（代表）
住所
氏名　　　　　　　w

紹介議員
（署名または記名押印）

（裏）

○○○○○
に関する請願

請願書の内容

平成　　年　　月　　日

利尻富士町議会議長
　　○ ○ ○ ○ 殿

議会・広報委員会ではみなさんの

お声をお待ちしております。

■宛先■
〒097－0101
利尻富士町鴛泊字富士野6番地
利尻富士町議会事務局
TEL（0163）82－2512
FAX（0163）82－1253
E-mail
  gikai@town.rishirifuji.hokkaido.jp

あなたの声を
    議会だよりに!
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